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 特記事項 
授業の目的

常微分方程式の解を求めるための、基本的で汎用性がある方法を学ぶ。
授業計画（項目説明）授業全体のスケジュールを示しています。学修計画を立てる際の参考にしてください。

1.オーバービュー2.基本的な諸概念3.分離可能な微分方程式4.完全微分方程式5.線形微分方程式：ベルヌーイの方程式6.解の存在と一意性：ピカールの反復法7.２階の同次線形方程式その１8.２階の同次線形方程式その２9.２階の同次線形方程式その３10.２階の同次線形方程式その４11.２階の非同次方程式12.未定係数法と定数変化法13.モデル化：強制振動、共振や電気回路など14.高階の微分方程式その１15.高階の微分方程式その２16.期末試験
授業時間外の学修内容（項目説明）授業全体を通して授業前に予習すべき内容、授業後に復習すべき内容を示しています。単位は、授業時間前後の予習復習を含めて認定されます。

授業で扱う解法を確実に自分のものにするために節末の演習問題を解くという復習をすること、および、次回の授業内容の予習をすることが推奨される。 
履修目標（項目説明）授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標です。より高度な内容は自主的な学修で身につけることを必要としています。

微分方程式を解くだけでなく、その解放の意味を深く理解するようになる。
到達目標（項目説明）授業を履修する人が最低限身につける内容を示す目標です。履修目標を達成するには、さらなる学修を必要としている段階です。

典型的な微分方程式の解法を身に着ける。[a][b]



成績評価の方法（項目説明）成績評価の方法と評価の配分を示しています。
定期試験（８割）および平常点（２割）で評価する。到達目標に到達しているかどうか、履修目標に到達しているかどうかが重要な評価の観点となる。

成績評価の基準 -ルーブリック-（項目説明）授業別ルーブリックでは評価の項目と、成績評価の基準との関係性を確認できます。（表示されない場合もあります。）
【成績評価の基準表】 

秀(S) 優(A) 良(B) 可(C) 不可(F)
履修目標を越えたレベルを達成している 履修目標を達成している 履修目標と到達目標の間にあるレベルを達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成できていない
履修目標：授業で扱う内容（授業のねらい）を示す目標 到達目標：授業において最低限学生が身につける内容を示す目標 

【授業別ルーブリック】 
授業の方法（項目説明）教員が授業をどのように進めるのか、課題提出などの情報もあわせて示しています。
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履修条件および関連科目（項目説明）この授業を履修するにあたってあらかじめ履修が必要な授業，並行して履修することによって学修効果を高める授業などを示しています。
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